








（１） 対象地盤の不均一性の評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・対象地盤を「不均一性が大きい」地盤と「不均一性が小さい」地盤に区分する指標としては、以下のような項目が挙げられる。 

① 粒径加積曲線が礫分～粘土分にわたっており、粒度が不揃いであること。 

② 改良対象土層の N 値や細粒分含有率（Fc）が不揃いである（ばらつきが大きい）こと。 

③ 細粒分含有率（Fc）に関しては、薬液注入工法の適用限界である Fc=40%を挟んで、数十％以上の幅でばらついていること。 

④ 対象地盤の成層が深度方向に細かく変化する。水平方向への連続性が悪い（4 ページの図参照）。互層状であること。 

⑤ 対象箇所の埋立履歴および工事資料等から、埋立てに使用された土砂が複数の場所から搬入されており、場所による土質の違いが大きいと推定されること 

 

※上記の指標による不均一性の評価は、周辺の土質調査結果も含めて工学的に判断する必要がある。 

※不均一性は、表面波探査等の物理探査により、その広がりを視覚的に捉えることができる場合がある。 

薬液注入工法の適用性と対象地盤の粒度・透水係数の関係 
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埋立履歴（時系列整理）の例 

N 値および細粒分含有率の深度分布の例 

不均一性が大きい地盤 不均一性が小さい地盤 
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粒径加積曲線の例 

不均一性が大きい地盤 不均一性が小さい地盤 

粘土と砂の互層の例 
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（１）施工計画段階における調査項目 

 

 

 

 

  

試験項目 調査・試験内容 重要度 試験方法 目　　的

既存資料の収集 既往地盤調査、試験データの収集整理 地盤条件の確認 ○ -  対象地の地盤の概要

標準貫入試験 N値 ○ JIS A 1219

電気式三成分コーン貫入試験 先端抵抗、間隙水圧、周面摩擦力 △ JGS 1435

サウンディング（PDC等） 換算N値、細粒分含有率等 △ -

土粒子の密度試験 土粒子の密度 ○ JIS A 1202

土の含水比試験 含水比 ○ JIS A 1203

土の粒度試験 粒度 ○ JIS A 1204

土の液性限界・塑性限界試験 塑性指数 ○ JIS A 1205

土の湿潤密度試験 湿潤密度・乾燥密度 ○ JIS A 1225

土の繰返し非排水三軸試験 液状化強度比 △ JGS 0541

土の動的変形特性試験 変形特性 △ JGS 0542

土の圧密非排水（CUb）三軸圧縮試験 Su（c'、φ'） △ JGS 0523

土の圧密排水（CD）三軸圧縮試験 ｃｄ、φd △ JGS 0524

土懸濁液のpH試験 対象土のpH ○ JGS 0211

土の透水性の把握 透水係数 △(※) ※クレガー式等による推定も可

試験項目 調査・試験内容 重要度 試験方法 目　　的

既存資料の収集 - 設計・施工条件調査等 ○ -  設計時の改良仕様、改良目標

標準貫入試験 N値 △ JIS A 1219

サウンディング（PDC等） 土質区分の推定 △ -

電気式三成分コーン貫入試験
先端抵抗、間隙水圧、周面摩擦
力

△ JGS 1435

土粒子の密度試験 土粒子の密度 ○ JIS A 1202

土の含水比試験 含水比 ○ JIS A 1203

土の粒度試験 粒度 ○ JIS A 1204

土の湿潤密度試験 湿潤密度・乾燥密度・間隙比 ○ JIS A 1225

土懸濁液のpH試験 対象土のpH ◎ JGS 0211

土の透水試験 透水係数 ○ JGS 0311

カルシウム含有量試験 カルシウム含有量 △ S63環水管127-II-6.1

一軸圧縮試験 一軸圧縮強さ ○ JIS A 1219

シリカ含有量試験
（一軸供試体）、（未改良地盤土）

シリカ含有量増分-一軸圧縮強さ
関係、原地盤のｼﾘｶ含有量

◎
原子吸光法

ICP法

土中ゲルタイム試験 土中ゲルタイム ◎ -

土質調査
（現地試験）

限界注入速度試験 注入速度-注入圧力関係 ◎ - ・適切な注入速度・注入圧力設定のためのデータ取得
　(原位置において注入開始前に実施)

種別

工
事
発
注
前
段
階

土質調査
（現地試験）

・地震応答解析（SHAKE等)
・液状化の判定(港湾基準の方法)

・改良対象土層（液状化層）の設定
・対象土層の改良仕様の設定

土質調査
（室内試験）

・変形照査（FLIP等）のための定数等の設定

・対象土の性質の把握
・適切な土中ゲルタイム・注入速度・注入圧力設定の
　ためのデータ取得

種別

施
工
計
画
段
階

土質調査
（現地試験）

・対象地盤の詳細区分

・土質に基づく施工仕様の区分

・工事前の周辺環境（地下水水質等）の把握

土質試験
（室内試験）

・対象土の性質の把握

・適切な土中ゲルタイム・注入速度・注入圧力設定の
　ためのデータ取得

室内配合試験

・薬液配合の決定
・施工後の品質評価指標の決定
・対象土(未改良地盤)のシリカ含有量初期値の把握
　 ※ｼﾘｶ含有量試験の試験法は、施工前後で同一の
　　試験法とする
・施工時の薬液の土中ゲルタイム、pH管理値の設定

・ 薬液注入工を行う前に「限界注入速度試験」※を行い、対象層毎に適切な注入速度、注入圧力を設定する。 
※「限界注入速度試験」のほかに「現場注水試験（または単に注水試験）」などの呼び名がある。 

・ 不均一性が小さい場合は、代表箇所（１地点以上）で実施する。 

・ 不均一性が大きい場合は、限界注入速度試験の実施箇所、頻度を多く設定する。特に、土質分布等から地盤の透水性が低いと想定さ
れる箇所では必ず実施し、薬液注入工に反映させる必要がある。 

・ 薬液のゲルタイム（硬化時間）の管理については、事前に改良対象土を用いた土中ゲルタイム試験を行い、土中ゲルタイムと薬液の
pH の関係から、施工条件(作液から注入完了までの時間)にあわせてゲルタイムおよび対応する注入材の pH 管理値を適切に設定する。 

・ 施工においては、作液した注入材の pH が適切に管理されていることを確認する。 

「工事発注前段階」と「施工計画段階」の調査・試験項目(案) 

重要度区分 ◎：特に重要な試験 

○：標準的に実施する試験 

      △：必要に応じて実施する試験 

【限界注入速度試験】 

・ 施工後の品質確認において、シリカ増分により適切に改
良状態を評価するために、未改良地盤土および配合試験
を実施した供試体のシリカ含有量試験を実施する。 

【シリカ含有量試験】 

・ 土中ゲルタイムや薬液の pH が対象地盤の性質に影響す
ること及び pH 管理が出来形に影響するため、改良対象地
盤（未改良地盤）の pH 試験を実施する。 

【改良対象土(未改良地盤)の pH 試験】 

＜特に重要な試験＞ 

【土中ゲルタイム試験】 
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